
日常の中で子ども達が自然と異年齢で関わるようになり，子ども達の触れ合いが増え，成

長がたくさん感じられた１学期でした。特に虫捕りでは、ダンゴムシから始まり（赤ちゃん）

バッタ・チョウチョウ・カタツムリ・バッタ・カブトムシ・クワガタムシ等 季節が進むに

つれどんどん虫の大きさや変化が見られ、またその中でいろいろな発見をしながら、子ども

達は昆虫達と一緒に成長をしてきました。その中心にはいつもらいおん組の子ども達の姿が

あり、一緒に捕まえたり触ったり、会話をしたり・・・遊びをリードしていました。 

また、今年は水遊び・プール遊びを思う存分楽しむことができました。その中でどんどん

水と仲良くなり、自分からチャレンジする姿がたくさん見られました。 

体調管理に気を付け，送り出してくださった保護者の皆様，本当にありがとうございまし

た。厳しい暑さが連日続いています。くれぐれも気を付けて，楽しい夏休みをお過ごしくだ

さい。

 

 

   

 

 

 

 

 

 7 月 26 日（金）にみどりっこ夏祭りが行われました。それまで役員さん達が「心に残る

楽しい夏祭りにしたい」という思いで何度も集まり，い

ろいろ考えながら工夫し、準備してくださいました。当

日も保護者の皆様がたくさん参加し、協力して会を進め

てくださいました。本当にありがとうございました。 

 子ども達の踊りのオープニングから始まり、「ボーリ

ング」や「魚釣り」「ワニワニパニック」「スーパーボ

ールすくい」「千本引き」「昆虫図鑑づくり」そして

「かき氷」等どのコーナーも役員さん達が知恵を出し合って作

ってくださった看板やカード、折り紙、いろいろ考えて購入し

てくださった景品などがありました。また、今年は絵本の部屋

にフォトスタジオも作ってくださいました。憩いの場で、思い

出に残る一枚が撮れたのではないでしょうか。 

 エンディングは、親子ふれあい「シャワーボール」でした。

子ども達は必死にボールに向かい、大好きな家族の方と一緒にできた嬉しさや喜びに満ち

あふれていました。皆さん、本当にお世話になり，ありがとうございました。子ども達の

笑顔がはじけた素敵な夏祭りになりました。 

 いよいよ夏休みがスタートします。いろいろな楽しい計画をされていることでしょう。 

 しかし、熱中症警戒レベルの猛暑が連日のように続き、冷

房なしでは生活できない状況の中、大人も子どももかなりの

体力を奪われ、免疫力も低下しています。病気に罹りやすい

状況ですので、夏休みといえども規則正しい生活やしっかり

栄養のある食事を大切にしてください。幼稚園でも偏食のな

いお子さんは、比較的病気症状が少なく、元気で登園できて

います。 

 １学期 りす組は育てた野菜や興味関心が高かった絵本からイチゴジャムやミックス

ジュースを作り、飲食しました。ぱんだ組やらいおん組も育てた野菜を使って生野菜を食

べたりピザにして食べたりしました。 

また、夏休みにゲームやユーチューブ等の依存症にならないように しっかりリアルな

実体験（一緒にクッキング，読み聞かせ，水遊び，遊び，祭り，花や野菜の栽培，制作，

ふれあい 等）を大切にしてください。体験や経験の場を増やし，感動体験をすると体力

がつくし、豊かな感性も育ちます。どんな子に育てたいのか，それは保護者の考え方・環

境作りが大きいです。 子ども達が元気でさらに自信をつけ、さらに成長できる夏休みに

なることを願っています。ご協力をよろしくお願いいたします。9 月 2 日全員揃って始業

式が迎えられることを強く願っています。 

 

2024 年  

(令和 6 年) 

7 月 31 日 
第８号 

【年少 りす組】 

★〇マーク（イチゴやパイナップルなど）の何ちゃん」から「何ちゃん（名前）」になった。 

★ダンゴムシ・バッタ・チョウ・カブトムシなど、自分から愛着を持ってさわろうとする子が増えた。 

★虫を通して、思い保育者や友達に「見て見て」「～してる」等言葉で知らせ合うことが増えた。 

 

【年中 ぱんだ組】 

★気の合う友達が出来たことで、友達に刺激を受けて自分も「一緒にやりたい‼」という気持ちが高

まってきた。 

★友達と一緒に遊ぶことが増え、いろいろな遊び（砂場・色水・虫とり等）への関心が広がった。 

★身支度や水泳時の着替えなど自分の力で素早くできるようになった。 

【年長 らいおん組】 

★自分のしたい遊びを見つけてじっくり遊び、試したり発見したりすることを楽しむようになっ

た。 

★友達と「～しよう」「～したらいいんじゃない」等 自分の思いを伝えながら遊びを創造するよ

うになった。 

★りす組の子のことを気にしながら自然体で優しく接するようになった。（ねばならないのではなく） 


